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不定詞 50本ノック【応用編】

【大問1】解答と解説

(1) only：only to do で「結局〜しただけだった」という意外や残念な結果を表す

(2) never：never to do で「そして二度と〜しなかった」という結果を表す

(3) better：know better than to do で「〜するほど馬鹿ではない、〜しないだけの分別がある」

(4) is：All you have to do is (to) do で「あなたは〜しさえすればよい」

(5) about：be about to do で「まさに〜しようとしている」

(6) do：have much to do with ~ で「〜と大いに関係がある」

(7) begin：To begin with で「まず第一に」という独立不定詞

(8) story：To make a long story short で「手短に言えば」という独立不定詞

(9) to：反復を避けるためにtoだけを残す「代不定詞」の用法

(10) deal：deal with（〜を扱う）で「彼は扱いにくい」となるタフ構文

(11) To：To be frank with you で「率直に言うと」という独立不定詞

(12) do：have nothing to do with ~ で「〜と全く関係がない」

(13) justice：To do him justice で「彼を公平に評価すれば」という独立不定詞

(14) so：so 形容詞 as to do で「〜するほど…だ、とても…なので〜する」

(15) enough：kind
enough
to
do
で「〜するほど親切だ、親切にも〜してくれる」

【第2問】解答と解説

(16) it を削る：主語のThis bookがreadの目的語を兼ねているタフ構文なので代名詞は不要

(17) to be を to have been にする：last weekという過去のことなので完了不定詞にする

(18) to go を go にする：had better の後ろは動詞の原形がくる（原形不定詞の一種）

(19) to be を to have been にする：when she was youngという過去のことなので完了不定詞にする

(20) to do を than to do にする：know better than to do が正しい形

(21) are を is にする：All you have to do が主語のときは単数扱いになる

(22) leaving を to leave にする：be about to do で「まさに〜しようとしている」

(23) and を削る：To tell the truth は独立不定詞なので接続詞は不要

(24) to going を to にする（または to go）：代不定詞のtoの後ろは原形が省略されているのでgoingは不可

(25) swim
の後ろに
in
をつける：swim
in
this
river
のつながりが必要なタフ構文だから

【第3問】英文和訳（次の英文を自然な日本語に訳しなさい）

(26) 彼は一生懸命働いたが、結局最後には失敗した。：only to do は「結局〜した」という結果を表す

(27) あなたはそのような質問をするほど馬鹿ではないはずだ（質問しないだけの分別があるはずだ）。：

know better than to do の訳出がポイント

(28) この川で泳ぐのは危険だ。：タフ構文の訳し方は「It is dangerous to swim in this river.」と同じ

(29) あなたはここに名前を書きさえすればよい。：All you have to do is ~ の訳出がポイント

(30) 電車はまさに駅を出発しようとしている。：be
about
to
do
の訳出がポイント
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(31) さらに悪いことに、私は財布をなくした。：To make matters worse は決まった独立不定詞の表現

(32) 手短に言えば、そのプロジェクトは失敗だった。：To make a long story short は決まった独立不定詞

(33) 彼は真実を知っていたようだ。：完了不定詞 to have known なので、seemの時制より1つ前の過去

(34) ここで写真を撮ってはいけません。：be to構文の「禁止・義務（〜してはならない）」の用法

(35) もしそうしたいなら、私の辞書を使ってもいいですよ。：代不定詞の
to
は
to
use
my
dictionary
を指す

【第4問】解答と解説

(36) never to meet again：never to do で「二度と〜しない」という結果の用法

(37) was smart enough to solve：形容詞 enough to do で「〜するのに十分…」

(38) advised her not to walk：不定詞の否定形はtoの直前にnotを置く

(39) river is dangerous to swim：swim in this river のつながりになるタフ構文

(40) is said to have failed：落ちたのは過去なので完了不定詞にする

(41) All you have to do：All you have to do is ~ の重要構文

(42) To begin with：独立不定詞の決まり文句

(43) much to do with：have much to do with ~ の重要構文

(44) to find myself in：結果の用法「〜してその結果…だとわかった」

(45) was
about
to
cry：be
about
to
do
の過去形

【第5問】解答と解説

(46) She hurried to the station, only to miss the train.：「結局〜した」は only to do を使う

(47) He knows better than to believe such a thing.：「〜するほど馬鹿ではない」は know better than to

do を使う

(48) To tell the truth, I have no money at all.：「実を言うと」は To tell the truth を使う

(49) The book is difficult to understand.：タフ構文を使う

(50) He seems to have lost the key.：過去に鍵をなくしたことが現在推測されているので完了不定詞 to

have lost
を使う
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